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(54)【発明の名称】 表示パネル駆動回路

(57)【要約】
【課題】  有機ＥＬ素子がマトリックス状に配置されて
成る表示パネルにおける表示品位の低下を抑止する。
【解決手段】  マトリックス状に配置された多数の有機
ＥＬ素子から成る有機ＥＬカラーパネル２２を駆動する
有機ＥＬカラーパネル駆動回路において、当該有機ＥＬ
カラーパネル駆動回路を３個の有機ＥＬ素子を駆動する
１個のカラムドライバ２０と、１列分の有機ＥＬ素子を
受け持つ３個のロードライバ２１Ａ，２１Ｂ，２１Ｃと
で構成したことを特徴とする。これにより、使用カラム
ＩＣ数が１個ですむため、従来構成のようなＩＣ間の電
流段差による表示品位の低下を抑止できる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  マトリックス状に配置された多数の表示
素子から成る表示パネルを駆動する表示パネル駆動回路
において、
複数個の表示素子を駆動する１個のカラムドライバと、
１列分の表示素子を受け持つ複数個のロードライバとで
構成されていることを特徴とする表示パネル駆動回路。
【請求項２】  マトリックス状に配置された多数の有機
ＥＬ素子から成る有機ＥＬカラーパネルを駆動する表示
パネル駆動回路において、
色の３元素に対応した３個の有機ＥＬ素子を駆動する１
個のカラムドライバと、１列分の有機ＥＬ素子を受け持
つ３個のロードライバとで構成されていることを特徴と
する表示パネル駆動回路。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、マトリックス状に
配置された多数の表示素子から成る表示パネルを駆動す
る表示パネル駆動回路に関する。
【０００２】
【従来の技術】ここで、上記表示パネルとして、例えば
カラムドライバとロードライバを有し、有機ＥＬ（エレ
クトロ・ルミネッセンス）素子に定電流を供給し、有機
ＥＬ素子を発光させる有機ＥＬカラーパネルがある。有
機ＥＬ素子は、自発光であるため液晶表示パネルで必要
なバックライトを必要とせず、視野角にも制限がない等
の多くの利点を有していることから、次世代の表示パネ
ルへの応用が期待されている。特に、有機ＥＬ素子は高
輝度が可能で、高効率、高応答特性、並びに多色化の点
で無機有機ＥＬ素子より優れていることが知られてい
る。
【０００３】ここで、従来の有機ＥＬカラーパネルの駆
動方式について図６及び図７を参照しながら説明する。
【０００４】例えば、２５６ドット×２５６ドットの有
機ＥＬカラーパネル５２において、フレーム周波数を１
００Ｈｚ（１０ｍｓ）、１個の有機ＥＬ素子１を１００
μＡで駆動させる際に、当該１個の有機ＥＬ素子１を１
個のカラムドライバで駆動しているため、必要なカラム
数は２５６×３（色の３元素ＲＧＢに対応）＝７６８と
なる（図７に示すようにＣｒ１，Ｃｇ１，Ｃｂ１・・・
Ｃｒ２５６，Ｃｇ２５６，Ｃｂ２５６参照）。
【０００５】従って、図６に示すように２５６出力ＩＣ
を３個（カラム１（２５６ドット）５１Ａ、カラム２
（２５６ドット）５１Ｂ、カラム３（２５６ドット）５
１Ｃ）使用することになる。
【０００６】そして、１列分（７６８素子）を１個のロ
ードライバ５０（図６にロー１と例示）で受け持たせて
いるため、流れ込む電流は１００μＡ×７６８カソード
＝およそ７６．８ｍＡとなる。尚、使用ＩＣ数は、カラ
ム３個、ロー１個となり、ＥＬ点灯時間は、１０ｍｓ／
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２５６ロー＝３９μｓとなる。このロードライバ５０
が、２５６ドット分（図７に示すようにＲ１，Ｒ２，Ｒ
３・・・Ｒ２５４，Ｒ２５５，Ｒ２５６）用意されてい
る。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】ここで、上記構成の有
機ＥＬカラーパネル５２における駆動方式では、以下に
説明する問題が生じていた。
【０００８】即ち、使用カラムＩＣが複数個（上記した
場合には、２５６出力ＩＣが３個）必要となるため、Ｉ
Ｃ間での電流段差により表示品位が低下してしまう。
【０００９】また、使用カラムＩＣを少なくしようとす
るとチップサイズが長くなり、チップ端部とチップ中央
部での電流特性のバラツキが大きくなり、表示品位が低
下してしまう。
【００１０】更には、１列分（上記した場合には、７６
８素子）を１個のロードライバ５０で受け持たせている
ため、流れ込む電流が多くなり、それに伴って出力バッ
ファのサイズも大きくしなければならなくなり、チップ
サイズが増大してしまう。
【００１１】
【課題を解決するための手段】そこで、本発明の表示パ
ネル駆動回路は、マトリックス状に配置された多数の表
示素子から成る表示パネルを駆動するものにおいて、複
数個の表示素子を駆動する１個のカラムドライバと、１
列分の表示素子を受け持つ複数個のロードライバとで構
成されていることを特徴とするものである。
【００１２】また、本発明の表示パネル駆動回路は、マ
トリックス状に配置された多数の有機ＥＬ素子から成る
有機ＥＬカラーパネルを駆動するものにおいて、色の３
元素に対応した３個の有機ＥＬ素子を駆動する１個のカ
ラムドライバと、１列分の有機ＥＬ素子を受け持つ３個
のロードライバとで構成されていることを特徴とするも
のである。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、本発明の表示パネル駆動回
路に係る一実施形態について図面を参照しながら説明す
る。尚、本実施形態では、表示パネルの一例として有機
ＥＬカラーパネルを例示する。
【００１４】図１は、本実施形態に係る有機ＥＬカラー
パネル駆動回路の概略回路図である。
【００１５】この有機ＥＬカラーパネル駆動回路は、有
機ＥＬ素子１のアノードに定電流を供給する陽極ドライ
バ回路２（以下、カラムドライバ回路２）と、有機ＥＬ
素子１のカソードからの定電流を引き込むための陰極ド
ライバ回路３（以下、ロードライバ回路３）とから構成
されている。この図では簡単のため、１ビット分だけを
示しているが、実際のシステムでは有機ＥＬ素子１はマ
トリックス状に複数配置されており、これに対応してカ
ラムドライバ回路２、ロードライバ回路３も多ビットの
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構成となっている（図３参照）。
【００１６】カラムドライバ回路２は、入力端子Ｖinか
ら入力されるデータに所定の信号処理を加える信号処理
回路５、当該信号処理回路５の出力を高電圧にレベル変
換するためのレベルシフタ回路６、当該レベルシフタ回
路６の出力に応じて定電流を出力するための定電流制御
回路７、当該定電流制御回路７の出力に応じて定電流が
流れるＰチャネル型ＭＯＳトランジスタ８、当該Ｐチャ
ネル型ＭＯＳトランジスタ８のドレインが接続された外
部出力端子９から構成され、当該外部出力端子９に有機
ＥＬ素子１のアノードが接続されている。
【００１７】また、ロードライバ回路３は、前記有機Ｅ
Ｌ素子１のカソードが接続された外部出力端子１１と、
当該外部出力端子１１にそのドレインが接続されたＮチ
ャネル型ＭＯＳトランジスタ１０と、当該Ｎチャネル型
ＭＯＳトランジスタ１０のオンオフを制御するスイッチ
回路１２とから構成されている。
【００１８】図２は、本実施形態に係る有機ＥＬカラー
パネル駆動回路の詳細な回路図である。この回路図で
は、定電流制御回路７の構成を具体的に示している。１
３は、一方の入力に基準電圧Ｖrefが印加され、制御ト
ランジスタ１４の出力が他方の入力に帰還される差動ア
ンプである。１５は外部端子であって、基準抵抗１６が
接続されている。１７は信号処理回路５の出力が印加さ
れたアナログスイッチ（ＭＯＳトランジスタ１８，１９
から成る）である。このアナログスイッチ１７のオンオ
フに応じて、ＭＯＳトランジスタ８に流れる電流が制御
される。
【００１９】次に、上述した構成の有機ＥＬカラーパネ
ル駆動回路の動作について説明する。
【００２０】基準電圧Ｖrefが、差動アンプ１３に印加
され、この基準電圧Ｖrefに基づいて抵抗値Ｉrefを有す
る抵抗１６に定電流ｉ１（Ｖref／Ｒref）が流れる。そ
して、差動アンプ１３の出力によって制御されたＭＯＳ
トランジスタ１４には、定電流ｉ１が流れる。
【００２１】いま、アナログスイッチ１７の入力にＨレ
ベル（５Ｖ）の信号が印加されると、アナログスイッチ
１７のＮチャネル型ＭＯＳトランジスタ１９がオンす
る。すると、制御ＭＯＳトランジスタ１４とＭＯＳトラ
ンジスタ８とはカレントミラーを構成し、ＭＯＳトラン
ジスタ８には、定電流ｉ１に比例した（または等しい）
定電流ｉ２が流れ、この出力電流によって有機ＥＬ素子
１を点灯させる。
【００２２】一方、アナログスイッチ１７の入力にＬレ
ベル（０Ｖ）の信号が印加されると、アナログスイッチ
１７のＰチャネル型ＭＯＳトランジスタ１８がオンす
る。すると、ＭＯＳトランジスタ８のゲートにはＨレベ
ルが印加されオフとなる。有機ＥＬ素子１には電流が流
れないため、消灯する。
【００２３】ここで、有機ＥＬ素子１は通常のＬＥＤと
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異なり、順方向オン電圧が５Ｖ～１０Ｖと高い。上述し
た回路において、有機ＥＬ素子１の順方向オン電圧が９
Ｖ、ロードライバ３のＭＯＳトランジスタ１０のオン電
圧を１Ｖとした場合、カラムドライバ２の駆動電源電圧
Ｖcc2は１０Ｖ＋ＭＯＳトランジスタ８の定電流特性を
確保するソース・ドレイン電圧（Ｖds）が必要とされる
（例えば、Ｖcc2＝１５Ｖ）。
【００２４】そのため、前記ＭＯＳトランジスタ８，１
０は高耐圧型のＭＯＳトランジスタ（例えば、オフセッ
ト型の低濃度ソース・ドレイン層、高濃度ソース・ドレ
イン層から成る構造）で構成する必要がある。
【００２５】一方、信号処理回路５の電源電圧Ｖcc1は
低電圧（例えば、５Ｖ）であり、その出力をレベルシフ
タ回路６によってレベル変換して定電流制御回路７に印
加していた。
【００２６】このように上記駆動回路では、カラムドラ
イバ２において、信号処理回路５については５Ｖ系電源
（Ｖcc1）、駆動回路については１５Ｖ系電源（Ｖcc2）
というように２電源系が採用されると共に、ＭＯＳトラ
ンジスタ８，１０、そして定電流制御回路７を構成する
各トランジスタを高耐圧構造とする必要があった。
【００２７】特に、図３に示すように有機ＥＬ素子１は
複数配置されており、これに対応してカラムドライバ回
路２、ロードライバ回路３も多ビットの構成となってい
る。
【００２８】このため、従来構造の有機ＥＬカラーパネ
ル駆動回路におけるＮチャネル型ＭＯＳトランジスタ１
０では、１列に配置された複数の有機ＥＬ素子１Ａ，１
Ｂ，１Ｃ，１Ｄ・・・の各アノードから定電流を引き込
むことになる。
【００２９】例えば、従来の技術の説明において、例え
ば、２５６ドット×２５６ドットの有機ＥＬカラーパネ
ルにおいて、フレーム周波数を１００Ｈｚ（１０ｍ
ｓ）、１個の有機ＥＬ素子を１００μＡで駆動させる際
に、当該１個の有機ＥＬ素子１を１個のカラムドライバ
で駆動するものでは、必要なカラム数は２５６×３（Ｒ
ＧＢ）＝７６８となり、２５６出力ＩＣを３個（カラム
１（２５６ドット）５１Ａ、カラム２（２５６ドット）
５１Ｂ、カラム３（２５６ドット）５１Ｃ）使用するこ
とになる。
【００３０】そして、１列分（７６８素子）を１個のロ
ードライバ５０で受け持たせているため、流れ込む電流
は１００μＡ×７６８カソード＝およそ７６．８ｍＡと
多くなってしまう。そのため、Ｎチャネル型ＭＯＳトラ
ンジスタ１０のサイズもより大きなものにする必要があ
った。
【００３１】そこで、本発明の表示パネル駆動回路で
は、図４及び図５に示すようにマトリックス状に配置さ
れた有機ＥＬ素子１から成る有機ＥＬカラーパネル２２
を駆動する方式として、色の３元素（ＲＧＢ）に対応し
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た３個の有機ＥＬ素子１を駆動する１個のカラムドライ
バ２０（図４にカラム１と例示）が２５６ドット分（図
５にＣ１，Ｃ２，Ｃ３，・・・Ｃ２５６と例示）と、１
列分の有機ＥＬ素子１（７６８素子）を受け持つ３個の
ロードライバ２１Ａ，２１Ｂ，２１Ｃ（図４にロー１、
ロー２、ロー３と例示）とで構成している。そして、前
記３個のロードライバ２１Ａ，２１Ｂ，２１Ｃは、おの
おの色の３元素（ＲＧＢ）毎にグループ分けされた一列
分の有機ＥＬ素子１群を担当している。即ち、図５に示
すＲ１－Ｒ３は、Ｒ１のロードライバ２１Ａが赤色を発
光する有機ＥＬ素子１群に対応し、Ｒ２のロードライバ
２１Ａが緑色を発光する有機ＥＬ素子１群に対応し、Ｒ
３のロードライバ２１Ａが青色を発光する有機ＥＬ素子
１群に対応している。また、Ｒ４－Ｒ６は、Ｒ４のロー
ドライバ２１Ａが赤色を発光する有機ＥＬ素子１群に対
応し、Ｒ５のロードライバ２１Ａが緑色を発光する有機
ＥＬ素子１群に対応し、Ｒ６のロードライバ２１Ａが青
色を発光する有機ＥＬ素子１群に対応している。以下、
同様にＲ７６６－Ｒ７６８まで構成され、Ｒ７６６のロ
ードライバ２１Ｃが赤色を発光する有機ＥＬ素子１群に
対応し、Ｒ７６７のロードライバ２１Ｃが緑色を発光す
る有機ＥＬ素子１群に対応し、Ｒ７６８のロードライバ
２１Ｃが青色を発光する有機ＥＬ素子１群に対応してい
る。
【００３２】本実施形態では、使用カラムＩＣが１個の
２５６出力ＩＣですむため、従来のようなＩＣ間の電流
段差がなくなるため、表示品位が低下するといった問題
が抑止できる。
【００３３】また、１列分の出力が２５６出力ですむた
め、チップサイズも短くなり、電流値の製造バラツキも
抑えられる。
【００３４】更に、１列分（７６８素子）を３個のロー
ドライバ２１Ａ，２１Ｂ，２１Ｃで受け持たせているた
め、各ロードライバ２１Ａ，２１Ｂ，２１Ｃに流れ込む
電流が少なくなる。
【００３５】本実施形態では、３個（ＲＧＢに対応）の
有機ＥＬ素子１を１個のカラムドライバ２０で駆動する
ため、必要なカラム数は２５６（図５に示すようにＣ
１，Ｃ２，Ｃ３・・・Ｃ２５６）となり、２５６出力Ｉ
Ｃを１個使用すれば良い。
【００３６】そして、１列分（７６８素子）を３個のロ
ードライバ２１Ａ，２１Ｂ，２１Ｃ（図４にロー１、ロ
ー２、ロー３と、図５にＲ１－Ｒ３，Ｒ４－Ｒ６・・・
Ｒ７６６－Ｒ７６８と例示）で受け持たせることで、各
ロードライバ２１Ａ，２１Ｂ，２１Ｃに流れ込む電流は
１００μＡ×２５６カソード＝およそ２５．６ｍＡとな
る（使用するＩＣは、２５６出力ＩＣが３個とな
る。）。
【００３７】そのため、使用ＩＣ数は、カラム１個、ロ*
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*ー３個となり、ＥＬ点灯時間は、１０ｍｓ／２５６ロー
／３＝１３μｓとなる。
【００３８】ここで、使用ローＩＣが３個となるが、ロ
ーＩＣの複数使いは表示品位にあまり影響しないため問
題とならない。これは、表示品位（色むら等）は、ロー
ドライバ側の電流引き込み能力よりもカラムドライバ側
の定電流精度で決まるからである。
【００３９】しかし、ロードライバを３個使用すること
で、スキャン時間が速くなる（同じフレーム周波数の場
合、点灯時間が１／３となる）。そこで、それに対応す
るように使用する有機ＥＬ素子１の輝度を任意に調整す
る必要がある。
【００４０】そして、従来の駆動方式では、パネルサイ
ズが大きくなると１パネル当たりのカラムドライバの個
数と電流特性、ロードライバの低オン抵抗特性が表示品
位に大きく影響していたが、本発明の駆動方式では、上
記表示品位が低下するといった問題点を抑止できる。
【００４１】
【発明の効果】本発明によれば、表示パネル駆動回路を
３個の有機ＥＬ素子を駆動する１個のカラムドライバ
と、１列分の有機ＥＬ素子を受け持つ３個のロードライ
バとで構成したことで、使用カラムＩＣ数が１個ですむ
ため、従来構成のようなＩＣ間の電流段差による表示品
位の低下を抑止できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態の表示パネル駆動回路を示
す概略回路図である。
【図２】本発明の一実施形態の表示パネル駆動回路を示
す詳細回路図である。
【図３】本発明の一実施形態の表示パネル駆動回路を示
す詳細回路図である。
【図４】本発明の一実施形態の表示パネル駆動回路を示
すパターンレイアウト図である。
【図５】本発明の一実施形態の表示パネル駆動回路を示
す詳細回路図である。
【図６】従来の表示パネル駆動回路を示すパターンレイ
アウト図である。
【図７】従来の表示パネル駆動回路を示す図である。
【符号の説明】
１      有機ＥＬ素子
２      カラムドライバ
３      ロードライバ
１０    Ｎチャネル型ＭＯＳトランジスタ
２０    カラムドライバ
２１Ａ  ロードライバ
２１Ｂ  ロードライバ
２１Ｃ  ロードライバ
２２    有機ＥＬカラーパネル
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